
 

ガソリンへの支出の動向 
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今月は、原油価格の高騰の影響により、価格の

値上げが続いているガソリンへの支出について、

家計調査結果からみてみましょう。 

 

 

平成19年７月から20年６月のガソリンの１世帯

当たり月別支出金額及び前年同月の支出金額の推

移をみると、19年９月以降10か月連続で前年同月

の支出金額を上回っています。特に、いわゆる暫

定税率が期限切れとなり、ガソリンの価格が下が

った20年４月は前年同月と比べると1,407円の増

加となりました（図１）。 

 

 

次に、平成20年４月及び５・６月平均の１世帯

当たり支出金額を地方別にみると、他の地方より

ガソリンへの支出が少ない関東や近畿では５・６

月は４月よりも下回っています。これは、５月に

暫定税率が復活したことや原油価格の高騰の影響

で、ガソリン価格が値上りしたことにより、ガソ

リンの消費を節約したためとみられます。 

一方、東北や北陸では日々の生活にガソリンが

必要な世帯が多いために関東や近畿ほど節約効果

が表れず、５・６月は４月とほぼ同額となってい

ます（図２）。 

 

 

最後に、平成20年６月のガソリンの１世帯当た

り日別支出金額をみると、１週間のうち土日に多

く支出する傾向がみられます。また、月末に近づ

くにつれて、７月からのガソリン価格の値上げに

備えた駆け込み需要がみられます。特に、30日は

545円と支出が多く、これは20年６月の日別平均

（185円）の約2.9倍になっています（図３）。 

このように、家計調査の結果をみると、世帯の

消費の動向を的確につかむことができます。 

 

 

 

 

 

 

図１ ガソリンの月別支出金額の推移 

（平成19年７月～20年６月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ ガソリンの地方別支出金額 

（平成20年４月及び５・６月平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ ガソリンの日別支出金額の推移 

 （平成20年６月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

値上げの影響を受けたガソリンへの支出 

地方によってみられる支出の違い 

  

ガソリンへの支出 
－ 家 計 調 査 （ 二 人 以 上 の 世 帯 ） 結 果 よ り － 
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＜家計ミニトピックス＞ 

総務省統計局

「家計調査通信415号（平成20年９月15日発行）」より


